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者
の
場
合
①
被
保
険
者
均
等
割
額
一

人
に
つ
き
四

O
O円
(
一
二
二

O
円
)
②
世
帯
別
平
等
割
一
世
帯

に
つ
き
て

0
0
0円
(
八

0
0円〉

立
国
間
令
者
年
金
を
支
給

毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
八

十
五
才
以
上
の
方
に
、
年
三
、

0
0
0円
の
年
金
が
支
給
さ
れ

る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
霊
度
心
身
障
害
児
童
に
福

祉
手
当
を
支
給
一
人
月
額

一、

0
0
0円
が
支
給
さ
れ
る

と
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
町
職
員
定
数
条
例
を
一
部

改
正
こ
れ
ま
で
一
六
四
人
だ

っ
た
も
の
を
一
七
四
人
に
。

マ
学
校
名
を
改
正
大
和
第

一
小
学
校
を
「
大
和
小
学
校
」

に
、
大
和
第
二
小
学
校
を
「
曲
豆

茂
小
学
校
」
に
改
め
ら
れ
ま
し

た。
以
上
、
い
ず
れ
も
四
十
五
年

度
か
ら
実
施
。

マ
請
負
契
約
の
締
結
四
十

三
年
集
中
豪
雨
に
よ
る
、
豊
茂

の
ま
が
き
川
の
護
岸
復
旧
工
事

の
契
約
が
つ
ぎ
の
と
お
り
を
ま

り
ま
し
た
。

請
負
金
額
一
、

O
二
五
万
円

契
約
相
手
櫛
生
・
清
水
建
設

マ
医
療
保
険
制
度
の
改
革
に

か
ん
す
る
決
議
昨
年
八
月
厚

生
大
臣
が
公
表
し
た
「
医
療
保

険
制
度
改
革
要
綱
試
案
」
に
た

い
し
、
基
本
的
構
想
の
変
更
を

要
請
す
る
乙
と
を
決
議
し
ま
し

た。

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
(
カ
ッ
コ
内
は
、
い
ず
れ

も
、
こ
れ
ま
で
の
額
)

O
町
議
会
議
員
(
月
額
)

議
長
二
万
五
、

0
0
0円
(

二
万
一
、

0
0
0円
)
、
副
議

長
二
万
円
(
一
万
七
、

0
0
0

円
)
議
員
一
万
八
、

0
0
0円

三
万
五
、

0
0
0円
)

O
教
育
委
員
会
委
員
(
年
額
)

委
員
長
八
万
円
(
七
万
円
)

委
員
六
万
円
(
五
万
円
)

。
農
業
委
員
会
委
員
(
年
額
)

会
長
三
万
五
、

0
0
0円
(

三
万
円
)
、
委
員
三
万
円
(
一

万
五
、

0
0
0円
)

③
特
別
職
(
年
額
)

監
査
委
員
(
議
会
選
出
〉
四

万
五
、

0
0
0円
(
四
万
円
)

監
査
委
員
(
知
識
経
験
)
六
万

円
(
五
万
五
、

0
0
0円
)
、

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
九
、

0
0
0円
(
八
、

0
0
0円
)

問
委
員
七
、

0
0
0円
(
六
、

0
0
0円
)

wv
町
職
員
の
旅
費
に
か
ん
す

る
条
例
を
一
部
改
正

マ
町
税
条
例
を
一
部
改
正

町
民
税
の
所
得
割
額
が
ニ

O

力投球

得

談

会

会

生

確

激

事

予

会

第

予

会

審

・

員

章

一

一

自

衛

官

募

集

背

所

相

大

員

発

税

者

済

会

用

員

定

用

員

営

会

委

勲

一

一

-

分

告

究

会

委

事

得

談

職

共

員

採

委

議

会

採

季

運

同

門

勲

二

、

応

募

資

格

E
年
申
研
員
力
火
所
相
診
就
業
委
新
接
営
町
例
新
接
育
館
合
専
叙
二
満
十
八
才
j
二
十
四
才
の

一
政
判
定
館
委
協
山
分
止
口
検
卒
農
進
員
面
運
定
員
面
教
民
の
財
者
式
二
男
子

一
町
臼
確
民
生
生
で
年
申
入
学
会
意
推
職
者
会
呂
田
職
者
会
公
会
化
~
没
達
二
二
、
試
験
日

3

5税
公
民
衛
柴
判
定
婦
中
励
任
業
町
定
議
U
一
町
定
社
と
議

3
会
戦
伝
二
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十

F

F

~

~

一
一
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

3
日

目

白

日

日

日

日

呂

田

日

日

日

日

一

三

、

試

験

場

所

2

4

5

?

叩

吃

旬

M
V
m“
お

初

計

一

一

大

洲

保

健

所

ヂ

一

一

一

補

助

負

担

金

一

円

円

円

円

)

一

円

円

円

)

一
一
一
一
一

l
l
補

正

予

算

!

一

一

O
D
0
0
円
一

0
0
0
円

一

ニ

一

一

約

三

、

九

O
O万
円

一

〕

叩

一
一
斡
一
一
一
土
品
刊
誌
ト
時
計
上
起
債
償
還
山

U
4、
0
0
0
↑

川

町

向

山

一

世

山

一

一

府

一

一

一

会

補

修

整

備

費

な

ど

に

二

、

五

一

万

円

一

日

2
1
2
町

一

位

5

向

一4
一
一
一
九
七
万
円
を
追
加
、
こ
の
結
果
一
建
設
的
投
資
的
事
業
費
一
川

υ
一

ヲ

ム

二
一
一
一
一
予
算
悦
額
は
六
億
一
一
一
、
一
一
一
一
五
一
約
二
億
四
、
八

O
C
一

位

一

肝

一

一

一

日

刊

日

当

日

古

川

時

間

け

れ

計

四

日

目

品

目

計

三

日

一

四

一

一

一

一

し

引

日

一

マ

国

保

肝

会

計

一

億

四

一

一

昨

一

一

出

世

間

額

れ

た

議

案

同

一

一

十

五

件

で

、

い

ず

れ

も

原

案

ど

肘

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

一

計

{

車

二

十

日

航

判

M
F
M問
問
一
一
一
一
間
品
債
金
額
一
醐
支
金
純

一
十
日
の
本
会
議
で
は
、
ま
一
二
十
六
日
各
常
任
委
員
会
で
審
一
は
、
ど
の
程
度
か
O

(

小
川
儀
一
二
月
か
ら
の
医
療
費
値
上
げ
一
六
Mm増
)

一

服

地

胎

助

一

肝

業

一

即

時

叡
酎
恥
品
川
町
民
民
一
世
ド
品
川
型
転
担
一
一
一
一
日
出
川
一
①
約
九
五
%
②
約
一
ド
時
汁
日

J

2

J
保
直
営
診
療
所
特
別
会
一
諸
『
忠
一
寸
営
蹴
鳴

方
針
演
説
、
さ
ら
に
大
野
助
役
一
後
採
決
に
入
り
全
議
案
原
案
ど
一
五
Mm
〈
約
三
、

0
0
0万
円
)
一
万
五
、

0
0
0円
を
追
加
、
総
一
七
七
コ
万
一
一
一
、

0
C
C円
一
マ
町
職
員
と
品
目
官
民
の
給
与

は
一
塁
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
一
白
山
内
炉
問
一
一
一
語
計
三
一
圃
同
一
西
国
町
長
は
、

1
1
(「
日
ト

γ
日
ヨ
。
一
、
。
一
マ
港
湾
施
設
特
別
会
計
七
一
条
例
を
改
正
こ
れ
ま
で
支
給

続
い
て
二
十
一
、
二
十
二
、
一
二
件
が
継
続
審
議
さ
れ
る
こ
と
一
年
で
任
期
を
満
了
と
な
る
が
一

f

一
七
九
万
七
、

0
0
0円
(
港
湾
一
さ
れ
て
い
た
暫
定
手
当
が
本
給

二
十
三
日
休
会
、
二
十
五
日
再
一
に
E
り
ま
し
た
。
一
続
い
て
町
政
を
担
当
す
る
覚
悟
一

5
年

度

当

初

予

算

l
一
セ
シ
タ
!
の
運
営
を
開
始
し
た
一
に
組
み
入
川
ら
れ
る
こ
と
に
な

び
本
会
議
が
聞
か
れ
、
議
喜
一
副
間
お
も
な
も
の
一
円
三
一
諸
説
明
ら
れ
た
一
寸
一
般
会
計

2
4
1」
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
予
算
一
り
竹
下
z
議
員
一
育
委
員

明

に

た

い

し

て

総

括

質

疑

が

了

一

一

一

f

i

一

に

比

べ

約

倍

額

)

一

な
わ
れ
、
小
川
儀
三
郎
氏
ら
一
山
一
は

Z
E
r
o

一
函
門
次
期
町
政
を
担
当
一
五
万
五
、

0
0
0円
(
ず
年
度
一
マ
青
島
航
路
特
別
会
計
五
一
農
業
一
委
員
そ
の
他
非
常
勤
特
別

人
の
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
に
た
一
圃
同
一
今
年
度
も
国
の
し
一
す
る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
一
当
初
予
算
に
比
ベ
ゴ
一

O
量

二

七

八

万

円

一

職

の

報

酬

と

費

用

者

裏

側

の

い
し
て
理
事
者
の
答
弁
が
行
な
一
め
す
と
お
り
総
合
予
算
主
義
を
一
予
算
編
成
に
は
常
に
ベ
ス
ト
を
一
内
忠
一
マ
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
一
一
部
を
改
正

わ
れ
ま
し
た
o

一
と
っ
て
い
る
が
①
こ
の
当
初
予
一
尽
し
て
い
る
。
一
人
権
費
約
一
億
四
、
三
五

O
一九
O
九
万
六
、

0
0
0円
一
近
隣
町
村
と
の
均
衡
を
と
っ

し

ド

口

問

吋

立

T
dリ
川

計

M
M川
町

一

《

決

議

事

項

》

一

物

件

費

目

、

七

O
O万
円
一
マ
水
道
事
業
特
別
会
計
一
下
一
一
吋
日
山
崎
一
一
ド
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予
算
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立

額
八

中
中
ひ

円

町
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税
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%

減

税

で
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官
国
間
間
以
凶
由

旬
開
問
闘
闘
問
問

mmb

問
闘
嗣

a
w
e

最町長佳

れないで

内容器に

ゴミは直接耳、ミ

入れましょう。

Mm
減
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。マ
国
保
家
例
を
一
部
改
正

被
保
険
者
均
等
部
額
が
、
一

人
に
つ
ぎ
て
五

O
O円
(

て

0
0
0円
)
に
、
平
等
割

額
が
一
世
帯
当
た
り
一
二
、
ニ

O

O
円
(
二
、
五

O
O円
)
に
引

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
ま
た
、
こ
の
反
面
、
税
の
軽

減
額
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
増
額

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
基
礎
控
除
額
以
下
の
所

得
者
の
場
合

①
被
保
険
者
均
等
割
額
一

人
に
つ
き
六
O
O円
(
四
八

O
円
)
②
一
世
帯
別
平
等
割
額
一
世

帯
に
つ
き
一
、
五

O
O円
(

一
、
二

O
O円
)

二
、
基
礎
控
除
以
上
の
所
得

当
社
製
品
お
お
じ
み
μ

か
コ
ぱ
え
び
せ
ん
グ

進出のカJI，ピー製菓長浜凍冷ヱ場金景

職のきこ第福
場町企の一山長
がに業た次ゴ浜
誕、誘び企ム開]
生ま致第業〕は
したに二誘
まひ成段致宗長
しと功とに栄浜
たつ、もつ産化
。新私いい業成
したうでら(
いちべ、の|日

そ
の
誘
致
企
業
と
は
、
す
で
一
は
、
将
来
は
操
業
内
容
も
拡
大

に
テ
レ
ビ
な
ど
の
C
M
で
も
ご
一
さ
れ
る
見
通
し
が
伺
わ
れ
て
い

ぞ
ん
じ
、
H

か
っ
ば
え
び
せ
ん
d

一
ま
ず
。

で
お
な
じ
み
の
「
カ
ル
ビ

1
製
一
操
業
開
始
は
、
五
月
一
日
か

菓
株
式
会
社
」
の
冷
凍
工
場
で
一
ら
の
予
定
。
ま
た
、
従
業
員
の

す
o

一
募
集
は
、
会
社
側
の
計
画
で
は

こ
の
工
場
は
、
大
字
下
須
戒
一
臨
時
従
業
員
以
外
は
、
こ
こ
当

の
大
和
橋
の
た
も
と
、
も
と
大
一
分
行
な
わ
れ
な
い
も
よ
う
で
、

和
水
産
K
K
の
工
場
跡
を
譲
り
一
や
が
て
第
二
次
、
第
三
次
的
な

受
け
た
も
の
で
、
操
業
内
容
は
一
か
た
ち
で
正
従
業
員
の
募
集
を

お
な
じ
み
η

か
っ
ば
え
び
せ
ん
d

一
行
な
ろ
見
と
お
し
で
す
。

な
ど
が
で
き
る
ま
で
の
製
造
工
一
一
力
ル
ピ
i
製
菓
の
横
顔

程
の
最
初
の
操
業
部
門
に
当
た
-

d

る
、
え
び
冷
凍
加
工
業
を
専
門

に
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
会
社
の
は
な
し
で

あ
ら
れ
を
主
体
と
し
た
お
菓
子

製
造
業
で
、
製
品
に
は
、
お
な

じ
み
グ
か
っ
ば
え
び
せ
ん
d

の
九

割
生
産
を
は
じ
め
、
グ
味
王
将
H

H

一
番
槍
ヘ
甘
か
ら
ア
ラ
レ
d

な

ど
が
あ
り
ま
す
。
販
売
ル

l
ト

は
、
大
半
を
園
内
で
消
費
し
て

い
ま
す
が
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
メ

リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ
の

輸
出
も
行
な
っ
て
お
り
、
こ
と

し
の
二
一
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に

「
カ
ル
ビ

1
・
フ

i
ズ
カ
ン
パ

ニ
l
」
と
い
ラ
支
社
も
設
立
し

て
い
る
。
年
間
生
産
高
は
約
八

O
億
円
。
従
業
員
は
約
六

0
0

人。
ま
た
、
会
社
幹
部
は
、
と
く

に
研
究
心
き
わ
め
て
旺
盛
で
、

開
拓
者
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

広
島
県
内
は
い
う
に
お
よ
ば
ず

全
国
指
折
り
の
企
業
。
業
界
で

も
評
判
ぎ
わ
め
て
良
好
、
一
流

の
企
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

F ー孟孟孟孟証

こ
の
会
社
は
、
広
島
市
の
宇

品
に
本
社
を
も
ち
、
資
本
金
約

五
億
五
、

0
0
0万
円
、
小
麦
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(第163号)

内
政
充
実
し

生
活
環
境
の
整
備
を

戦
後
わ
が
国
は
、
驚
異
的
な

高
度
経
済
成
長
を
と
げ
、
ア
メ

リ
カ
、
ソ
連
に
つ
ぐ
世
界
第
三

位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
が
、

と
の
反
面
、
一
般
に
高
度
経
済

の
ひ
ず
み
と
と
な
え
ら
れ
て
い

る
好
ま
し
く
な
い
現
象
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
そ
の
第
一
に
、

過
密
過
疎
の
問
題
、
農
林
水
産

業
の
行
き
，
つ
ま
り
傾
向
の
発

生
。
第
こ
に
は
、
公
害
お
よ
び
人

間
喪
失
、
人
間
疎
外
の
問
題
。

第
三
に
、
経
済
大
国
す
な
わ
ち

経
済
動
物
と
い
ろ
軽
べ
つ
的
な

言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
一
穫

の
不
信
感
が
生
じ
て
い
る
こ

と
、
で
あ
り
、

ζ

の
三
点
は
、

国
際
的
に
も
園
内
的
に
も
、
ま

た
、
わ
わ
わ
れ
自
治
団
体
に
と

っ
て
も
早
急
に
解
決
を
ほ
か
る

べ
き
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

佐
藤
総
理
が
、
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ク
ソ
シ
大
統
領
に
お

い
て
も
共
に
四
十
五
年
度
は
、

内
政
充
実
を
表
明
し
て
い
る
が

本
町
に
お
い
て
も
経
済
格
差
の

悩
み
を
解
消
し
、
生
産
性
を
向

上
し
て
町
民
所
得
の
増
大
を
は

か
る
た
め
、
努
力
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
国
際
的
、
圏
内
的

諸
情
勢
に
即
応
し
た
内
政
充
実

社
会
生
活
環
境
の
整
備
に
重
点

目
一
を
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

門

U

-

'

円
/
-
由
》
h
v
c

月
一
ま
た
、
本
年
は
、
町
長
任
期

ム
一
最
終
の
年
で
あ
る
だ
け
に
、
こ

炉
一
れ
ま
で
手
の
届
き
得
な
か
っ
た

制
一
こ
と
を
を
総
点
検
し
、
で
き
る

昭
一
か
ぎ
り
の
努
力
を
傾
け
た
い
。

一
さ
ら
に
、
高
度
経
済
成
長
の
七

一
0
年
代
に
対
処
し
て
、
長
浜
町

一
民
の
輝
か
し
い
夢
を
実
現
さ
せ

一
る
た
め
の
均
衡
あ
る
総
合
開
発

一
計
画
の
推
進
、
曲
が
り
か
ど
に

i室)じ主カ雪な幸艮可ま三
..r雌1

き
て
い
る
農
林
水
産
業
の
質
的

な
転
換
、
さ
ら
に
、
単
に
経
済

大
国
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら

ず
、
政
治
大
国
、
後
進
国
に
た

い
す
る
指
導
者
お
よ
び
援
助
者

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
世

界
各
国
の
信
用
と
尊
敬
を
得
る

だ
け
の
国
民
資
質
の
培
養
を
は

か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る。4
ハ
つ
の

ポ
イ
ン
ト
μ

以
上
の
基
本
線
に
基
づ
き
四

十
五
年
度
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
つ
ぎ
の
事
項
が
あ
げ
ら

れ
よ
う
。
一
、
大
型
臨
海
工
業
開
発
の

推
進二
、
災
害
復
旧
事
業
の
継
続

遂
行三
、
交
通
体
系
、
す
な
わ
ち

県
道
、
町
道
、
農
林
道
な
ど
の

大
巾
改
良
舗
装
促
進

四
、
農
林
水
産
業
、
商
工
業

な
ど
、
大
き
な
曲
が
り
か
ど
に

き
て
い
る
地
場
産
業
の
振
興
対

策
五
、
民
生
、
衛
生
な
ど
、
住

民
生
活
環
境
の
改
善
整
備

六
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

の
新
時
代
に
即
応
し
た
実
践
活

動
の
促
進

V
ま
ず
大
型
臨
海
工
業
の
開

発
で
は
、
そ
の
実
現
の
主
体
と

な
る
県
、
国
お
よ
び
立
地
希
望

の
企
業
な
ど
と
の
連
絡
調
整
、

受
け
入
れ
態
勢
の
計
画
、
受
け

入
れ
条
件
の
吟
味
な
ど
、
め
ん

密
な
調
査
研
究
を
引
き
続
き
お

こ
な
う
こ
と
が
重
要
な
作
業
と

な
る
と
と
は
当
然
だ
が
、
こ
の

段
階
で
第
一
次
産
業
お
よ
び
商

工
業
を
、
こ
の
開
発
と
ど
の
よ 長

ラ
に
融
合
さ
せ
、
発
展
さ
せ
る

べ
き
か
の
重
大
問
題
を
考
え
合

わ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
た
め

再
吟
味
を
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
も
う

一
つ
は
、
基
本
構
想
で
、
約
一

五
O
万
坪
の
用
地
を
造
成
し
、

こ
れ
に
石
油
コ
シ
ビ
ナ
l
ト

の
ご
と
き
一
大
装
置
産
業
を
一

挙
に
建
設
さ
せ
る
と
い
う
よ
う

な
印
象
を
与
え
て
い
た
が
こ
の

よ
ろ
な
新
産
都
方
式
、
あ
る
い

は
、
工
特
地
域
の
よ
う
な
方
式

は
、
新
し
く
開
発
さ
れ
よ
う
と

い
ラ
本
町
の
よ
う
な
場
合
で
は

無
理
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ま
ず
最
初
は
、

土
地
造
成
の
効
率
に
マ
ッ
チ
し

た
造
船
業
か
鉄
工
業
な
ど
、
手

っ
取
り
早
い
も
の
か
ら
受
け
入

れ
を
開
始
し
、
こ
れ
ら
を
順
次

積
み
あ
げ
る
方
向
で
、
最
終
規

模
に
拡
大
す
る
方
向
を
と
る
こ

と
が
よ
り
現
実
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
害
そ
の

他
の
不
安
感
に
つ
い
て
は
、
目

的
が
住
民
福
祉
の
上
に
立
っ
て

い
る
以
上
、
絶
対
に
害
悪
が
お

よ
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
最
善
の
道

を
選
ぶ
こ
と
は
、
至
上
命
令
で

あ
り
、
こ
れ
を
堅
持
す
る
こ
と

を
強
調
す
る
。

V
つ
ぎ
に
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
は
、
第
三
年
目
の
四
十

五
年
度
は
一
億
五
十
万
円
を
計

上
、
そ
の
消
化
を
は
か
る
こ
と

で
全
体
の
約
九

O
Mが
消
化
さ

れ
、
残
り
は
四
十
六
年
で
全
額

完
成
す
る
予
定
。

V
交
通
体
系
、
す
な
わ
ち
道

路
の
改
良
舗
装
に
つ
い
て
は
、

県
道
の
全
線
舗
装
を
五
カ
年
計

画
で
完
成
、
大
洲

i
長
浜
線
の

主
要
地
方
道
は
、
四
十
五
、
四

十
六
年
で
完
成
、
町
道
、
農

林
道
の
う
ち
、
部
落
を
つ
な
ぐ

生
活
圏
道
路
も
五
カ
年
計
画
で

全
部
舗
装
を
終
え
る
予
定
で
、

本
年
度
も
大
巾
な
経
費
を
増
額

投
入
し
整
備
を
急
ぐ
。

V
農
林
水
産
業
、
商
工
業
な

ど
地
場
産
業
の
育
成
振
興
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
、
今
坊
地
区
の

第
二
次
農
構
改
善
事
業
の
推
進

国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
計
画

策
定
、
農
業
振
興
地
域
整
備
地

区
の
指
定
に
も
と
づ
く
整
備
計

画
の
樹
立
吋
と
れ
に
加
え
て
林

町田西

業
構
造
改
善
事
業
の
計
画
実
施

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
お
よ
び

園
、
県
の
援
助
、
助
成
措
置
を

と
ら
え
て
恒
久
的
な
第
一
次
産

業
の
振
興
策
を
打
ち
出
し
た

、。
、b
v

つ
ぎ
に
、
水
産
業
で
は
、
今

後
の
臨
海
工
業
と
の
関
係
も
考

慮
し
、
一
つ
に
は
観
光
漁
業
の

育
成
、
さ
ら
に
沿
岸
漁
業
か
ら

近
海
漁
業
へ
の
脱
皮
進
出
を
指

向
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
商
工
業
で
は
、
根
本

的
に
は
、
人
口
流
失
の
続
く
現

下
の
長
浜
町
で
は
絶
対
に
発
展

進
歩
は
な
い
と
言
え
る
。
望
み

は
大
企
業
の
立
地
に
よ
る
人
口

増
加
、
ま
た
は
関
連
工
業
の
需

要
増
大
に
か
か
っ
て
い
る
と
思

注
1
J

。し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
、

消
費
人
口
が
松
山
や
大
洲
市
へ

逃
げ
る
よ
う
な
魅
力
の
な
い
商

庖
街
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
た

め
、
真
剣
な
研
究
と
検
討
が
絶

対
に
必
要
だ
と
考
え
る
。

V
つ
ま
に
、
民
生
安
定
、
衛

生
、
社
会
な
ど
、
生
活
面
で
の

諸
施
策
で
は
、
ま
ず
、
火
急
の

問
題
で
あ
る
ゴ
ミ
処
理
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
こ
の
際
思

い
き
っ
て
大
型
焼
却
炉
の
建
設

を
決
意
し
た
。
ま
た
、
住
民
の

健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
保
健
衛
生
諸
事
業
の
上

に
、
町
独
自
の
働
く
婦
人
の
健

康
診
断
を
加
え
た
い
。
さ
ら
に

新
ら
し
い
こ
と
と
し
て
、
救
急

自
動
車
と
患
者
輸
送
車
を
兼
ね

た
車
を
備
え
、
人
命
尊
重
の
運

営
を
は
か
り
た
い
。
つ
ぎ
に
民

生
関
係
で
は
、
八
十
五
才
以
上

の
高
令
者
に
年
三
、

0
0
0円

の
年
金
を
、
ま
た
、
十
八
才
未

満
の
重
度
心
身
障
害
児
童
に
月

一、

0
0
0円
の
手
当
を
支
給

す
る
よ
ラ
、
独
自
の
制
度
の
創

設
を
計
画
し
た
。
そ
の
ほ
か
寝

た
さ
り
老
人
を
は
じ
め
、
老
人

ホ
!
ム
入
居
希
望
者
の
激
増
に

伴
い
、
白
山
園
の
増
築
、
さ
ら

に
大
洲
市
、
喜
多
郡
の
組
合
員

と
し
て
特
殊
老
人
ホ

l
ム
の
建

設
計
画
を
進
め
て
い
る
。

V
最
後
に
教
育
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
は
老
朽
校
舎

の
改
築
を
順
次
や
る
計
画
だ
っ

た
が
、
本
年
度
に
こ
れ
を
行
な

ラ
と
と
は
、
補
助
金
制
度
の
関

係
で
大
き
な
不
利
を
招
く
の
で

四
十
六
年
度
に
廻
わ
し
、
今
年

度
は
長
浜
中
学
校
に
、
小
中
学

校
兼
用
の
水
泳
プ
ー
ル
を
建
設

し
た
い
。
ま
た
、
青
年
教
育
に

は
新
時
代
の
波
に
対
応
す
る
気

概
を
養
う
た
め
、
県
外
施
設
な

ど
で
の
研
修
助
成
措
置
を
、
ま

た
、
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
は

今
後
は
分
館
、
部
落
館
な
ど
の

建
設
と
助
成
を
進
め
た
い
。

V
と
の
ほ
か
、
町
民
税
所
得

割
の
超
過
課
税
に
つ
い
て
、
四

十
五
年
度
六
O
M
m、
四
十
六
年

度
四

O
M
m
の
減
税
を
実
施
し

て
完
全
な
超
過
課
税
解
消
を
ほ

か
る
。
ま
た
、
公
安
業
務
関
係

で
は
、
消
防
団
員
の
訓
練
強
化

消
防
水
利
の
整
備
、
交
通
安
全

指
導
員
の
整
備
強
化
と
関
係
協

嬰後の切今等霊ゆを将 説居る寄j字な破割 E2い在居
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今策みは否 て目、とて休をの今部ぼ策政合な後調 を い、数と突在 た現

力
機
関
と
な
る
各
種
団
体
の
組

織
の
整
備
を
推
進
し
た
い
。

V
以
上
、
総
花
的
な
印
象
で

は
あ
る
が
、
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
を
目
的
と
し
て
、
人
間
尊

重
、
内
政
充
実
を
実
現
し
た
い

と
恩
ラ
。
し
か
し
、
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
住
民
と
不
離
一
体

の
立
場
、
そ
し
て
十
分
な
意
志

の
疎
通
が
な
け
れ
ば
完
全
な
成

果
は
納
め
ら
れ
な
い
。
政
治
の

主
体
は
住
民
で
あ
る
と
い
う
民

主
主
義
の
根
本
理
念
に
も
と
づ

き
、
長
浜
町
の
政
策
に
つ
い
て

は
、
広
報
広
聴
に
特
に
意
を
注

ぎ
町
民
の
み
な
さ
ん
と
虚
心
担

懐
に
語
り
合
い
、
深
い
理
解
の

中
で
行
政
の
歩
み
を
進
め
た

、νあ
る
。
と
の
問
題
は
国
が
抜
本

的
な
対
策
を
講
じ
な
い
か
ぎ
り

町
や
市
で
は
解
決
で
き
な
い
。

し
か
し
放
置
は
で
き
な
い
の
で

今
後
は
医
師
会
と
の
連
絡
を
と

り
な
が
ら
問
題
が
起
き
な
い
よ

ラ
努
力
し
た
い
。
ま
た
、
緊
急

な
場
合
は
櫛
生
、
豊
茂
診
療
所

に
雇
い
入
れ
て
い
る
医
師
を
も

っ
て
と
れ
に
対
処
し
た
い
。

池

田

登

氏

【
質
問
】
県
の
南
予
開
発
に
伴

っ
て
肱
川
の
水
を
取
水
し
た
場

合
、
本
町
の
諸
産
業
に
与
え
る

被
害
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
も
っ
て
い
る
か
。

【
答
弁
】
大
洲
市
を
中
心
に
喜

多
郡
が
一
体
と
な
り
、
肱
川
利

水
対
策
協
議
会
を
市
町
村
で
結

成
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な

動
き
に
た
い
し
て
着
々
地
元
と

し
て
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
が

そ
の
一
つ
に
現
在
ま
た
は
、
今

後
利
用
さ
れ
よ
ラ
と
す
る
水
の

確
保
、
漁
業
な
ど
に
与
え
る
影

響
な
ど
を
真
剣
に
検
対
し
て
ゆ

く
こ
と
が
当
面
の
急
務
と
思

、内ノ。
小
川
儀
三
郎
氏

【
質
問
】
建
築
物
に
合
っ
た
消

防
器
具
の
整
備
充
実
を
は
か
ら

れ
た
い
。
ま
た
、
は
し
ご
車
を

備
え
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

【
答
弁
】
長
浜
町
の
よ
う
な
財

政
規
模
の
単
位
、
特
に
常
備
消

防
を
置
い
て
な
い
よ
う
な
類
似

町
村
と
比
べ
る
と
、
本
町
の
設

備
は
非
常
に
進
ん
で
い
る
と
恩

民
ノ
。

交
通
安
全
推
進
協
議
会

部
別
活
動
と
指
導
員
が
主
役

四
月
一
日
か
ら
、
長
浜
町
交

通
安
全
推
進
協
議
会
は
、
整
備

さ
れ
た
新
し
い
体
系
で
、
よ
り

活
動
を
強
化
推
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
交

通
安
全
活
動
推
進
の
指
導
態
勢

が
、
園
、
県
、
警
察
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
バ
ラ
バ
ラ

に
し
め
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

と
の
活
動
の
強
力
な
統
一
が
と

大

成

淳

氏

【
質
問
】
林
業
構
造
改
善
に
つ

い
て
、
町
当
局
の
今
後
の
進
め

方
を
伺
い
た
い
。

【
答
弁
】
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
県
と
も
接
渉
を
重

ね
て
お
り
、
四
十
五
年
度
は
、

こ
れ
ら
の
計
画
策
定
に
入
り
、

四
十
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
ゆ

く
、
こ
の
た
め
生
産
基
盤
整
備

事
業
費
と
し
て
四
、
一

O
O万

円
、
資
本
装
備
の
高
度
化
事
業

費
巴
二
、
一

O
O万
円
を
計
上

し
、
現
在
森
林
組
合
と
主
管
課

で
具
体
的
に
進
め
て
い
る
。

堤

正

和

氏

【
質
問
】
駐
車
禁
止
区
域
の
増

策
に
伴
い
、
必
然
的
に
区
域
外

で
の
駐
車
の
状
態
が
み
だ
り
に

な
り
、
交
通
安
全
上
好
ま
し
く

な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
良
策
は

な
い
か
。
①
駐
車
場
を
造
る
考

え
は
な
い
か
②
駐
車
区
域
の
指

定
地
お
よ
び
予
定
地
は
な
い

か
。
③
駐
車
禁
止
区
域
の
部
分

的
な
取
り
消
し
申
請
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
①
②
本
年
度
事
業
に

は
入
つ
て
な
い
が
、
四
十
六
年

度
に
、
フ
ェ
リ
ー
着
場
付
近
と

農
協
前
の
所
を
無
料
駐
車
場
に

し
た
い
。
③
管
轄
が
公
安
委
員

会
の
た
め
、
相
方
と
協
議
を
し

て
で
な
い
と
返
答
は
で
き
な

、ν
ニ
宮
金
之
助
氏

【
質
問
】
広
報
紙
に
よ
る
と
、

ゴ
ミ
収
集
回
数
が
週
一
回
と
あ

る
が
、
夏
季
の
場
合
も
同
じ
か

【
答
弁
】
必
要
性
の
実
態
に
合

っ
た
回
数
に
し
た
い
。

れ
な
い
ば
か
り
か
、
系
統
的
な

も
の
が
不
明
確
で
あ
っ
た
り
重

復
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を

統
一
し
、
一
体
化
し
て
活
動
効

果
の
あ
が
り
や
す
い
態
勢
に
す

る
た
め
、
四
月
三
日
協
議
会
を

聞
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
ま
ず
、
活
動
推

進
母
体
が
明
確
化
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
民
間
的
な
推
進
体
系
か

ら
、
今
後
は
、
町
の
一
行
政
事
務

と
し
て
の
体
系
に
組
み
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
、
町
長
が
会
長

と
な
っ
て
こ
の
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
下
部
に
副
会
長
や
理
事

な
ど
の
役
員
が
配
置
さ
れ
る
と

と
も
に
、
混
合
的
で
あ
っ
た
と

れ
ま
で
の
関
係
団
体
を
実
態
に

合
っ
た
実
践
活
動
が
し
よ
い
よ

ラ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
別
部
門

に
分
け
て
配
備
、
さ
ら
に
そ
の

部
会
活
動
の
中
核
と
な
る
団
体

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
充
実
し
た
活
動
が
期
待
で
き

る
よ
う
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
部
会
と
は
、
総
務
部
、

運
転
者
部
、
歩
行
者
部
、
学
校

部
の
四
部
会
で
、
任
務
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

総
務
部
会
総
合
企
画
、
連

絡
調
整
、
指
導
取
締
り
、
交
通

規
制
、
交
通
相
談
、
事
故
救
済

総括| 総 メ日与、 機 関 | 部会名 |中核となる組織|部会に属する組織団体

総務部会 (交交通通相相談談員所) 最目;需主主)出
(運行象運転とう転者し者たを部主活会動な対を) 車両交通指導員量i事喜善??

町長一町交通安全推進協議会一

警議3論謹3芸芸品品品員「昔(各種関係団体の代表者) (心歩歩行と行者し者保た部活護会動を中)婦人交通指導員
稚係プそ者

町内の襲五

(交と学通し校教た部育活会動を中心)(学小ク校中ラ交高ブ通交指通導安員全)
教育 ) 

長浜町交通安全対策系統図

る
占

J
't」A
H
M

よ
び
だ
呼
〉

ん
を
で

る
全
り

け
安
通

っ
て
町

を
つ
本

気
き
'

に
頭
日

ま
先
の

る
'
式

く
中
学

グ
動
入

う
還
日

と
全
8

で
安
(

め
通
長

お
交
町

学
の
田

入
春
西

「
l

広
報
宣
伝
な
ど
を
行
な
う
。

運
転
者
部
会
交
通
法
令
教

育
、
車
輔
整
備
、
安
全
運
転
な

ど
運
転
者
を
中
心
と
し
た
安
全

活
動
を
推
進
す
る
。

歩
行
者
部
会
歩
行
者
保
護

と
く
に
幼
児
、
老
人
、
婦
人
な

ど
弱
い
立
場
の
者
の
保
護
を
中

心
と
し
た
交
通
道
徳
の
普
及
高

揚
を
目
的
と
し
た
指
導
と
活
動

を
行
な
ラ
。

学
校
部
会
交
通
教
育
の
立

場
を
基
本
と
し
て
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
確
立
を
ほ
か
り
、

こ
れ
に
必
要
な
指
導
と
活
動
を

行
な
う
。

ま
た
、
交
通
安
全
運
動
を
推

進
し
て
ゆ
く
中
核
体
に
は
、
運

転
車
指
導
員
、
婦
人
指
導
員
、

学
校
指
導
員
お
よ
び
交
通
相
談

員
が
設
置
さ
れ
、
実
質
的
に
は

こ
の
指
導
員
の
活
動
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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(4) 
カず主事怯

f 
"弘、

昭和45年4月初日

ρ 書害
補
言己記

門大西
国野田

博豊司

久増
保田

稲
生
(
教
)

龍
法
慶
信
(
新
)

神山平山高
内下回下橋
百
合一豊朝
子仁子子亮

水

友

沢

敏

横

道

里

見

石
山
加
代
子

山
本
多
喜
男
(
新
)

政
所
喜
代
子

白

石

幸

子

都
築
山
下

隆小
子富

森

議
(
総
)

⑧ 

氏
名
の
下
に
(

)
欄
が
あ
る

文
字
で
す
。

方
は
、
四
月
一
日
付
で
異
動
が
あ
っ

と
お
り
で
す
。

な
お
、
つ
ぎ
の
も
の
は
、
つ
ぎ
の

た
方
で
す
Q

ま
た
、

)
内
の
文

字
は
、
前
任
の
所
属
課
、
所
名
の
頭

言己

滝
内

幸
代

藤
岡
喜
代
夫

真

鍋

典

秋

大

国

尚

子

久
保
田
健
市

植

杉

岳

志

兵
頭

信
男

池

上

昭

夫

宇

都

宮

寛

西

山

進

橋

本

初

予

石
田
伊
代
子

書

記

〔
保
健
係
〕

課
長
補
佐
兼
係
長
坂
井
弥
八
郎
(
公
)

小
石
玉
子
(
教
)

清

水

文

子

山

本

勝

延

高

岡

美

香

村
上
隆
志
(
新
)

石
本
'
紀
美
子

書

記

保
健
婦

書

記

看
護
婦

事
務
補

嘱

託

〔
櫛
生
診
療
所
〕

看
護
婦

〔
豊
茂
診
療
所
〕

嘱

託

〔
白
滝
診
療
所
〕

看
護
婦

〔
青
島
診
療
所
〕

看
護
婦

〔
今
坊
隣
保
館
〕

主

事

十

〔

櫛

生

隣

保

館

〕

一

主

事

石

内

義

盛

(

本

住

)

一

〔
養
護
老
人
ホ
|
ム
白
山
国
〕

園

長

池

田

又

一

郎

一

調

理

士

新

家

千

鶴

一

看

護

婦

宮

川

サ

カ

ヱ

一

書

記

宮

下

紀

久

重

一

調

理

員

平

田

カ

ツ

子

一

梶
村

亀
代

坂
田

主昔

代

平
田
美
佐
子

橋
本
ア
サ
子

藤
本

富
雄

新
採
用

U
(新
)
、
公
民
館
白
滝

支
館
H
U
(
白
士
又
)
、
本
庁
住
民
課
リ
(

本
住
)
。
櫛
生
隣
保
館

U
(櫛
隣
)

養
護
老
人
ホ

l
ム
白
山
園

U
(老
)

各
保
育
所
の
場
合
は
、
頭
文
字
に
、

一一寸

た保
と」

えの
ば字
、を

長方日
浜え
保て
育い
所ま
のす
場。

合|

は

(
長
保
)
と
記
入
。

寮

鶴

岡

ユ

リ

子

門

産

業

課

〕

(

管

理

係

〕

玉

井

亀

代

課

長

鶴

夫

(

建

)

係

長

寮

上

回

ミ

ド

リ

〔

振

興

係

)

技

手

〔

長

浜

保

育

所

〕

課

長

補

佐

兼

係

長

一

/

所

長

心

得

二

宮

美

澄

久

保

弘

一

ト

保

母

主

任

川

崎

弘

子

書

記

大

野

智

一

T

保

母

大

西

浩

子

民

一

門

水

道

課

〕

グ

友

永

悦

子

書

記

有

木

之

本

安

正

(

建

)

一

課

長

ρ

中

見

光

江

川

込

岡

美

智

子

一

〔

水

道

係

〕

三

好

五

月

(

出

保

)

一

事

務

補

佐

員

洲

尾

計

邦

(

新

)

一

係

長

グ

石

田

さ

と

子

(

櫛

保

)

一

ρ

山
本
安
康
(
グ
)
一
技
手
桶

調

理

口

貝

田

村

恒

子

(

大

保

)

一

(

農

地

共

済

係

〕

一

μ

保

母

補

佐

員

綿

井

啓

子
(

N

)

一

一

書

記

補

ρ

窪

久

美

子

(

新

)

一

係

長

渡

辺

敬

一

門

会

計

室

〕

成

光

静

枝
(

N

)

一

書

記

久

保

博

道

(

白

支

)

一

室

長

〔

沖

浦

保

育

所

〕

一

貴

記

補

田

中

宏

幸

一

〔

出

納

係

〕

所

長

心

得

山

本

美

智

子

(

豊

保

)

一

〔

農

業

構

造

改

善

係

〕

一

書

記

保

母

、

王

任

西

岡

一

民

子

(

喜

保

)

一

一

書

記

柿

保

母

堀

田

望

芯

子

(

出

保

)

一

河

野

平

吉

一

門

議

会

事

務

局

〕

N

小

泉

徳

美

一

佐

々

木

隆

一

事

務

局

長

源

一

(

住

)

一

グ

小

西

照

子

一

仲

田

源

一

一

書

記

敏

子

一

調

理

員

浪

本

満

子

一

山

根

勇

一

一

一

保

母

補

佐

員

徳

田

春

代

(

長

保

)

一

門

教

育

委

員

会

事

務

局

〕

一

グ

徳

田

菊

子

一

教

育

長

小

泉

茂

一

4
t
E
(
開

)

一

一

〔

櫛

生

保

育

所

〕

一

一

〔

総

務

係

〕

一

所

長

心

得

岡

本

美

代

子

一

教

育

次

長

兼

係

長

一

保

母

主

任

徳

田

恭

子

一

槙

尾

多

喜

夫

(

総

)

保

母

大

成

節

子

一

都

築

住

江

(

住

)

μ

日
田
康
子
(
沖
保
)

〔
出
海
保
育
所
〕

所

長

心

得

西

山

逸

子

保

母

主

任

石

川

令

子

保

母

石

堂

笑

香

(

櫛

保

)

グ

水

本

恵

子

(

長

保

)

調

理

員

田

丸

富

枝

保
母
補
佐
員
梶
本
悦
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